私、面白がって呼んだ男を「よだか」と（１）
初めて会って今最期・見届けるまで、私面白がって男を「よだか」と呼んでいた（３）
男、とても不細工で顔の痘痕・ひどくって唇は厚く無暗に大きく、身体は生まれたての子供のようによわよわしい（４）
誰もかれも、「よだか」の顔を見ただけで眩暈おこし、男出てくるたび罵って呪いの言葉吐き始める。（２）さほど綺麗でない男達、「よだか」にくらべりゃ上出来だと思い込み・会う度「よだか」を馬鹿にする。（２）幼くてよわっちい子供ら、見るたび「よだか」に唾を吐く。（１）居るとしたら今ここに、男達
「おうおうおう、何だか目玉がズキズキと、傷むと思えばフルシチョフｗｗ、その肌見てると拙者の肌も、ムズムズしてきてゴルシチョフｗｗ」
「やめるでござるｗｗやめるでござるｗｗ相手に罪はナイチンゲールｗｗｗすまんでござ　うはっｗｗ目玉が落ちたでござるｗｗｗ」
なんて言ってカラかって去ってく（そしていつも忘れてる「よだか」に会ったこと喋ったこと）
私訳あって男呼び続けた「よだか」と。（２）
おお、よだかでないただのたかならば、こんな生（なま）はんかのちいさい鳥は、もう名前を聞いただけでも、ぶるぶるふるえて、顔色を変えて、からだをちぢめて、木の葉のかげにでもかくれたろう。ところが夜だかは、ほんとうは鷹（たか）の兄弟でも親類でもありません。かえって、よだかは、あの美しいかわせみや、鳥の中の宝石のような蜂（はち）すずめのお兄さん。蜂すずめは花の蜜（みつ）を、かわせみはお魚を、夜だかは羽虫をとって、たべる。それによだかには、するどい爪（つめ）もくちばしもありゃしない、だからどんなに弱い鳥でも、よだかをこわがる筈がない。
これは私の言葉じゃない、人の言葉。それ「よだかの星」という物語の。私、男見て思った「これはよだか！」でも全然、鷹のような身体持っていない。夜の風切るたくましい翼も、鷹によく似たするどい鳴き声も男もっていなかった（３）
では何故「よだか」？私語るよ今からそれ。ある夕方、私「よだか」がいじめられている場に立ち会った、でくわした。
「さあ選べ、お前名前変えるのと俺に顔変えられるのとどちらが良い」
（３）
「お前と俺、同じ名前ではあまり悪いんだ都合が、例えば俺は一度走りだせば夜が来ようが朝が来ようが構わずに三日だって駆けること出来る足をもってる、ところがお前は畳み一枚走り抜けることもできやしない。たとえば俺は陽炎がたつくらいの狂った陽の出る夏を愛しているがお前はいつだって夕方からのそのそ這い出す」
（３）
「お前がいつまでもそんな態度でいるのなら考えがある、まずお前は名前を改めろ「ゴミタメオ」と改めろ、そうしてサンドイッチマンよろしく、お前は「ゴミタメオ」とビブスに書いて一年着用しつづけて、まったく、お前を見ても俺を連想するものがいなくなったら、許そう、脱ぐ事名乗る事。」
（３）
「もし「ゴミタメオ」ですと名乗らず、ビブスを着ることもしないで、のうのうと俺と同じ名を生き続けるんなら、見ていろよ、お前、この町にいられないようにしてやる、この町で働けぬようにしてやる、これ、脅しではない、取引だ。やりようはいくらでもある」
俯いて足元見てる「ヨダカ」、私はその居住いに台詞与えた。
（一たい僕（ぼく）は、なぜこうみんなにいやがられるのだろう。僕の顔は、ガマガエルのようで、唇はめんたいこよろしく。それだって、僕は今まで、なんにも悪いことをしたことがない。小学生の女の子が足を怪我していた時は、助けて家へ連れて行ってやった。そしたら女の子のお母さんは、女の子をまるでロリコンからでもとりかえすように僕からひきはなしたんだなあ。それからひどく僕を笑ったっけ。それにああ、今度はゴミタメオだなんて、フットサルでもないのにビブスを着るだなんて、つらいはなしだなあ。）（６）
街頭に灯りともって家々にも暖かな火が宿る、「ヨダカ」は夕方の町を練り歩く、パチンコ屋の照明が意地悪く光って、音はもう雷鳴のよう。「ヨダカ」は民家とすれすれになって、音なく町を歩きまわる、それからにわかに、「ヨダカ」は牛丼屋に入り、食券を買い、まるで野獣のように牛丼を胃に、流しこむ。どんぶりの底・見えるか見えないかのうちに、「ヨダカ」ひらりとまた券売機へ走る。もう店員の顔は青く、向こうの客も丼半分残して天井を仰ぎみる。（３）
「ヨダカ」思い切って飯を食う、店員・外に出て煙草吸う、「ヨダカ」食べ終えて券売機に走る・客、高まって床に戻す。（４）
「ゲプヒ」米粒が「ヨダカ」の肺にいって、ひどくもがいた、「ヨダカ」はすぐそれを吐き出した（３）が（２）その時なんだか背中がゾっとした。（４）
店員の目は泣き腫れて赤黒く、向いのテーブルの客も「ヨダカ」をにらみつける。（３）ひどい臭いとすすり泣く音、「ヨダカ」はむねがつかえたように思いながら、又券売機へむかった。（４）
「ヨダカ」食べる・食べる、もう何杯目か分らない。また、米粒が「ヨダカ」の肺に入る、そして「ヨダカ」の咳を逃れて鼻の奥へ入る、「ヨダカ」はそれを鼻うがいで口から出した（３）が（２）その時、急に胸がどきっとして、「ヨダカ」大声をあげて泣きだした、泣きながらぐるぐるぐる店内を駆けめぐった。私はすかさず、店の外から呟いた
（ああ、牛や、たくさんの米が、毎晩僕に殺される。そしてそのただ一つの僕がこんどは男に殺される。それがこんなにつらいのだ。ああ、つらい、つらい。僕はもう飯をたべないで餓（う）えて死のう。いやその前にもう男が僕を殺すだろう。いや、その前に、僕は遠くの遠くの町の向うに行ってしまおう。）
　鼻うがいの水は、だんだんテーブルを呑み込むように流れてひろがり、店員は拭おうともしない、その水（３）ヨダカはまっすぐに、店を出て、弟のバイト先へ飛び込んでいった。美しい弟、丁度牛丼屋の向いの本屋から一部始終を見ていて、「ヨダカ」の駆けてくるのを見て勢いよく下を向いた。（３）
「ヨダカ」は言った（５）
「僕は今度遠い所へ行くからね、その前一寸（ちょっと）お前に遭（あ）いに来たよ。もう今日はなにも言わないでくれ、そしてお前も、どうしても食べなければならない時のほかは、いたずらに大食いをしたりしないようにしてくれ、ね、さようなら。妹へも、あとでよろしく云ってやってくれ。さよなら。もうあわないよ。さよなら。」（５）
　「ヨダカ」は泣きながら自分の家へ帰ってきた、みじかい夏の夜はもうあけかかっている、外に干したＴシャツは、夜明けの霧を吸って、青くつめたくゆれた（５）「ヨダカ」おーいおいおいおいと低く泣きながら、家の中をきちんとかたづけ、湯船に１５分つかって、また家から飛び出した。（４）
　頭にかかっていや霧がはれたと見えて、「ヨダカ」は町の外れへ向かう。「ヨダカ」はムラムラするほどたぎっているのをこらえて、矢のようにタクシーを捕まえて風俗街へ飛んで行った。
「運転手さん、運転手さん、どうぞ私をあなたの馴染みのいやらしい店に連れて行って下さい。死ぬほど高くてもかまいません、私のような醜いからだでも、お金を払えば人に優しくしてもらえるでしょう、どうか私を連れてってください」
　私はタクシーの運転手だった。（４）
「なるほど、ずいぶんおつらいでしょう。今度降ろす店で、店員さんにそう頼んでごらん。でも、どうなるかは分らないよ？お前はまともな顔ではないのだから。」
　夜だかはおじぎを一つした、と思ったら、急にぐらぐらしてとうとう後部座席で眠ってしまった、そしてまるで夢を見ているようで、からだがすうっと膨らんだり、両手で顔面を守ったり、大きなおならをしたり、シートベルトをもぐもぐ噛んだり、パワーウインドウを開けたり閉めたりした。（４）
　車の止まったのに合わせて、「よだか」は眼をひらいた。もうすっかり夜になって、空は青ぐろく、一面の星がまたたいている、「ヨダカ」は町へ飛びだしたた。（３）今夜もピンサロの看板はまっか、よだかはその看板のかすかな照りと、つめたい人々の中をとびめぐる、そして思い切って西の美しい写真の飾ってある高級な店の方に、まっすぐに駆けながら叫んだ。
「店員さーん。そこの青じろい店員さーん。どうか私をあなたのお店へ連れてって下さい。死ぬほど高くてもかまいません。」
　店員、大きな声を出しながら客引きをして「ヨダカ」などはてんで相手にしない。「ヨダカ」は泣きそうになって、よろよろと落ちて、それからやっとふみとまって、もう一ぺんとびめぐる。それから、南のオカマバーの方へまっすぐに飛びながら叫んだ。
「店員さーん。アゴの青い店員さーん。どうか私をあなたの所へつれてって下さい。死ぬほど高くてもかまいません」
　オカマの店員は青ヒゲや紫のまつ毛や金色の瞳をうつくしくせわしくまたたかせながら云った。
「馬鹿を云うな。おまえなんか一体どんなものだい。たかが男じゃないか。おまえのナニでここまで来るには、億年兆年億兆年だ。」
「ヨダカ」はがっかりして、よろよろ肩落として、それから又町を巡り歩く。それから思い切って北のキャバクラ大熊星（おおぐまぼし）の方へまっすぐに飛びながら叫んだ。
「北の青い服を着た店員さまー、あなたの所へどうか私を連れてって下さい。アナルで飲んでもかまいませーん」
　大熊星の客引きはしずかに云った。
「余計なことを考えるものではない。少し頭をひやして来なさい。そう云うときは、氷山の浮（う）いている海の中へ飛び込（こ）むか、近くに海がなかったら、氷をうかべたコップの水の中へ飛び込むのが一等だ。」
　よだかはがっかりして、よろよろ落ちて、それから又、町をめぐる。そしてもう一度、東から今戸をくぐった天の川の店の奥の女の子に叫んだ。
「東の色の白いお嬢さまー、どうか私をあなたの所へ連れてって下さい。病気で死んでもかまいませーん」
　女は大風に言った
「いいえ、とてもとても、話にも何にもならない。私と寝るには、それ相応の身分でなくちゃ。又よほどお金もいるの。」
　「ヨダカ」はもうすっかり力を落してしまって、財布を閉じて、地べたに手足を投げ出した。そしてもうちょっとで土に後頭部がつくというとき、「ヨダカ」は俄かに起き上がり、冷たい町へ飛び出した、傍から見ればビーダマころがるのよりも遅い。（４）住宅街のなかほどへ来て、よだかはまるで鷲が熊を襲うときするように、ぶるっとからだをゆすって毛をさかだて。
　それからｵﾗｵﾗｵﾗｵﾗｵﾗｵｱッと高く高く叫んだ。その声はまるで馬鹿（鷹に似た音で）だった。布団やベッドにねむっていた町の人は、みんな目をさまして、ぶるぶるふるえながら、いぶかしそうに窓から外を見おろした。
「ヨダカ」は、どこまでも、どこまでも、まっすぐに町を駆けて行く、風俗街の灯り、たばこの吸殻のくらいの大きさに。
　あまりの負担に身体・痙攣をはじめ、酸素足りなくなったせいか、息を、それはそれはせわしく繰り返さなくてはならない。
　それだのに、風俗街の大きさは、さっきと少しも変らない。つくいきはふいごのよう、久し振りに駆けたから、吸う息が剣のように「ヨダカ」を刺す。「ヨダカ」すっかりしびれてしまった、もうピクリとも動けない。そしてなみだぐんだ目をあげてもう一ぺん風俗街を見た。（６）
そう、これがよだかの最後。もうよだかは寝ているのか、起きているのか、さかさになっているのか、上を向いているのかも、わからない。ただ自分をコケにした人々が憎らしく、その鉄臭い息は、自分の鼻を刺激して、それがトドメになった。
　それからまもなく「ヨダカ」の死体は運ばれた。（６）
今でも風俗街の灯りは輝いている。
いつまでも、いつまでも。
